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アイコンセプトサポートセンター

棚 インフォメーション
Ver12.00

POWER 0120-987-571（通話料無料）
携帯電話等から TEL 06-6821-0904（大阪）
受付時間 10:00～12:00，13:00～17:00
土・日・祝祭日はお休みをいただいております。

E-mail iccenter@iconcept.co.jp
http://www.iconcept.co.jp/

棚　　　　バージョン13.00 お届け間近の新機能特集第2弾 VerUpテーマは『ユーザーフレンドリー』　5月中旬より順次発送予定です

2005.04.15
まもなくG・W、ずいぶん過ごしやすい気候になって参りましたが皆様いかがお過ごしでしょうか。現在、サポートセンター
ではVer13.00出荷に向け操作確認，準備などに邁進中。ユーザーの皆様、今しばらくお待ちくださいませ。

Ⅰ. モデル一括印刷のファイル出力が便利に

－ 棚ＰＯＷＥＲ インフォメーションVol.55 －

Vol.55

Ⅳ.次のアクションにつながるメッセージを表示

POWER
Ⅲ.エラーログを親切設計に変更

データのインポート時など、エラーログを確認する機会は案外多いもの。わざわざメニューから選択して
いただく手間を省くため、エラーログの確認がしやすい・エラー情報を活用しやすい設計に変更しました。
これからは、エラーメッセージが出てもすばやい問題解決をサポートします。

最後になりましたが、実はこれが今回のバージョンアップの『みそ』
とも言うべき機能です。地味な機能ですが『かなり便利』とサポートスタッフの間で手ごたえを感じている
部分です。CDがお手元に届きましたら、是非スムースな操作性をお試しください。

各機能は、現在鋭意作成中
のため、仕様を変更することがあります。

ご了承ください。

モデル一括印刷でファイル出力する場合、
ファイル名として利用できるのは「設定ファ
イル名＋連番」のみでしたが、「モデル名
称」もファイル名として利用することができ
ます。

フォルダ階層指定機能が加わります。出
力先として選択したフォルダの中に、設
定した階層フォルダを作成し、その中に
帳票を自動分類して出力することがで
きます。

Ⅱ. 得意先の商品コードでバーコードが出力可能に

ご要望の多かったこの機能がついに実現。しかもモデル名に禁止文字（*¥/:? など）が使用されていても
2バイト文字に変換して出力します。

陳列情報やオーダーブックでは3つの
バーコードを同時に出力も可能です。

帳票作成・モデル活用の共通機能として、多くのご要望をいただいた商品コード，売・商品コードでバー
コード出力を実現しました。得意先の商品コードで発注台帳やプライスカードを作成するなど、顧客サー
ビス拡大にもご利用いただけます。

データインポート時にエラーが発生
すると左のような確認画面が出ます。
　　　　　　　をクリックするとエラーログ
が起動し、自動で該当のログを表示
します。

従来、テキスト形式のみ対応していましたエラーロ
グのファイル出力を、Excel形式でJANコードだけを
抜き出しJANテーブル※1を作成できるよう改善しま
した。これで、JANテーブルを利用し、エラーのあっ
た商品情報をJAN指定でエクスポートといった一連
のデータ修正作業の効率アップが図れます。

※1[参考]JANテーブル

フェイシング中　　　　　　　 をクリックするとこのメッセージが。

フェイシングを終了せずに　　　　　　
をクリックしてもこの通り。

いきなり　　　　　　 をクリックしても
このメッセージが出てモデル選択
を支援します。
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【 Ver12.00の場合】　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（1）モデル設定でモデル種別の実施・提案を
　　 選択した上で≪参照≫をクリックします。

（2）モデル参照では（1）で選択した種別の
　　 モデルのみが参照できます。
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－ 棚ＰＯＷＥＲ インフォメーションVol.55 －

次に、「チェーンストアの五大機能」についてです。

サポートセンター トピックス No.40

近年、棚割データのやり取りが活発になり、棚POWER同士でモデルのやり取りを行なわれる頻度も増えて
いるようです。その際に、盲点となりやすいのがモデル情報の『モデル種別』。
「実施」 「提案」のどちらかをあまり意識せずに取り込まれることも多いのではないでしょうか。

お急ぎの時に「モデルを取り込んだはずなのにモデル参照に出てこない！」といったことが起こらないよう、
ご注意いただきたい点をまとめてみました。すでにご承知の方もぜひ再確認をお願いします。

また、現在ご利用いただいているVer12.00と、5月発送予定のVer13.00ではモデル参照の画面構成が大
きく異なりますのでこちらも合わせてご紹介させていただきます。

内部モデル参照時の注意点について

ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰへのお問合せが多い
項目や便利な機能のご紹介

【 Ver13.00の場合】　　　　　　　　　　　　　　　　　　
モデル設定の画面自体はVer12.00と変わりませんが、
≪参照≫をクリックしてからの[モデル参照]ウィンドウ
を大幅に変更しています。

[ 変更点 ]
　1. モデル種別に「全て」が加わり、まとめて参照可能
　2. ウィンドウ内で検索条件を設定して検索可能
　3. 一覧表示，プレビュー表示以外に
　　 共通棚割表示、ゴンドラ表示で確認可能
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ダウンロードページへのアクセス方法

　　ダウンロードサイトへのアクセスにはパスワードが必要となり、バージョンアップＣＤの
　　お届けと同様、正規ユーザー様のみご利用いただくことが可能です。

ユーザー様専用
サポートセンター 無料ダイヤル

０１２０-９８７-５７１
携帯電話からは06-6821-0904へ

*** 受付時間のお知らせ ***
１０：００～１２：００
１３：００～１７：００
（土日祝日除く）

標準店舗の多店舗化

   標準店舗の多店舗化により規模の経済性を実現し、全体としての販売力、

   市場占有率を高め、コストがかからず、効率的な組織の運営が達成される。

マス・ストアーズ・オペレーション

   大量の店舗が本部を中心に有機的に組織され、各店舗は、本部の管理統制

   の下で、同水準の経営効率で運営されている。

マス・マーチャンダイジング

   単品で、規模の経済性を実現し得る商品を、生産から流通、販売までをマスと

   して計画、統制し、多店舗を通じて大量販売する。

 

 　　 　[規模の経済性効果]……量販店といわれる所以

　 　  　①　中間流通の削減による流通コストの節約。

 

　  　 　②　仕入れを本部集中にすることにより、発注、仕入れコスト

　  　 　　　 在庫コスト、輸送コストなどが削減される。

 

　  　 　③　販売量の増大が生産ロット拡大に結びつく場合、大規模生

　 　  　　　 産の利益による経済効果がある。

本部機能の専門化、集中化

   店舗は、数値責任に基づく販売、コスト・コントロールに専念。

   本部は、ＭＤｉｎｇ政策、財務政策、出店政策、教育訓練、物流金融などの経営

   諸機能に専念。これら諸機能に、標準化、単純化、専門化、集中化の経営管

   理の原則が要求される。

キャッシュ･アンド･キャリー

   現金払い持帰り制。それまでは、掛売り配達がほとんどであり、多大なコスト

   を要するため、低マージンによる低価格販売、大量販売方式を実現する事は

   不可能であった。

　　　流通マーケティング講座は正規ユーザー様へのサービスとなります。
　　　　　　　　
　　　下記、弊社ホームページよりユーザー様専用のID・パスワードを
　　　入力の上ご参照ください。
　　　専用ID・パスワードはFAX送信させていただいております
　　　最新の「インフォメーション」をご参照ください。

　　　・セミナー&コラム → 流通マーケティング講座
　　　　http://www.iconcept.co.jp/series/marketing/index.htm
　　　　第7回の内容は 「チェーンストアの五大機能」 です。


